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周波数 50MHz 付近から数GHz の電波を利用す
るレーダーとしてウィンドプロファイラーや ST（成層圏・対流圏）レーダー、MST（中間圏・成層圏・
対流圏）レーダーなどと呼ばれるグループがあります。観測高度範囲は、小型のものでは高度数 km、











































て使用したとき、ビーム半値幅は 3.6 度であり、ビーム方向を天頂角 30 度以内のプリセットされた約






















































気レーダー（Equatorial Atmosphere Radar; 以下では EAR）を建設しました。図 9にアンテナ面の写
真を示しますが、EARもMUレーダーと同様、直径 110mの円形敷地内に 560 本の 3 素子八木アンテ
ナを配置し、各アンテナの直下に半導体の送受信機を備えたアクティブ・フェーズド・アレイ方式の分
散システムを取っています。MUレーダーと比較すると、送信出力（尖頭値）が 100kWと小さいため




















ISBN：4-87698-653-3、2005 年 3 月 .（改訂第 2版 ISBN：978-4-87698-788-7、2009 年 7 月）（大気レー
ダーと気象レーダーの優れた教科書です。インターネット上の京都大学学術情報レポジトリから公
開されておりダウンロードできます。http://hdl.handle.net/2433/49766）
MUレーダー／赤道大気レーダーのホームページ http://www.rish.kyoto-u.ac.jp/mu+ear/index.html
図９　赤道大気レーダー全景と、日本がかわる大気レーダーの配置
